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研究成果の概要（和文）：若年層におけるメンタルヘルスの悪化や自殺関連行動が問題となっている。そこで、若年層
のストレスコーピング能力と抑うつ状態に対する対人関係カウンセリング(n = 14)および通常のカウンセリング(n = 1
0)の有用性を探索的に比較検討した。2種のカウンセリング間で、ストレスコーピング能力および抑うつ状態における
統計学的な改善差は認められなかったが、対人関係カウンセリングの方が論理的なストレスコーピング能力の増加と抑
うつ状態の改善により有用である可能性が考えられた。また、2種のカウンセリングではストレス下における前頭葉機
能に違いがある可能性が光トポグラフィ検査から示唆された。

研究成果の概要（英文）：Stress coping and suicide in young people are some of the most important public 
health problems in Japan. The objective of the study was to examine if Interpersonal Counseling (IPC) was 
superior to ordinary supportive counseling (OSC) in improving stress coping and depression in Japanese 
young people. Subjects were randomized to receive either IPC (n = 14) or OSC (n = 10). The results showed 
that there was no statistical difference between IPC and OSC in terms of efficacy for improving stress 
coping and depression, however the findings from this study suggested that IPC might be more effective in 
increasing task-oriented stress coping and in improving depression. Moreover, this study suggested that 
IPC might differentially alter the activity of the prefrontal cortex under the inhibitory control stimuli 
compared to OSC. The study was an exploratory study and the sample size was small; therefore, further 
studies need to be conducted with larger samples.

研究分野：臨床心理学
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１．研究開始当初の背景 
（1） 日本の自殺死亡者数は、平成10年から
平成23年までの14年にわたり、3万人を超え
ている。なかでも若年層においては、自殺死
亡者数のみならず自殺関連行動の多さや自
殺容認に傾いた自殺観が問題となっている。
内閣府自殺対策推進室による平成23年度調
査でも、「自殺したいと思ったことがある」
と答えた20歳代女性の割合は33.6％と最も
高く、自殺の原因・動機についても20歳代以
下の若年層での「就職失敗」が急増している。 
 
（2） 自殺の要因として、「ストレス－素因
モデル」が提唱されている。ストレスとは急
性の生物学的・心理社会的危機であり、素因
とは攻撃性・衝動性とそれを反映するストレ
スコーピングなどの個人の特質である。自殺
はこの2要因の関連で起こると考えられてい
る。 
 
（3） 研究代表者の今までの調査では、若年
層において、「本気で自殺をしたいと考えた
ことがある」と回答した割合は15.6％、「自
殺企図がある」の割合は5.2％、「問題解決の
手段として自殺もありうる」の割合は30.0％
となり、若年層ではストレスコーピングとし
て自殺が安易に選択されている可能性が示
された。さらに、「本気で自殺をしたいと考
えたことがある」および「問題解決の手段と
して自殺もありうる」とした若年層集団では、
感情発散や感情変化でストレスに対応しよ
うとする情緒優先ストレスコーピング傾向
が強いことも示された。これらより、若年者
層のストレスコーピング能力を心理学的介
入で向上させることが自殺予防につながる
と考えられるが、若年層のストレスコーピン
グ能力の向上に有用であるとの科学的根拠
をもつ心理学的介入法は少ないのが現状で
ある。 
 
(4) 対人関係カウンセリング（Interpersonal 
counseling : IPC）は、うつ病治療において認
知行動療法と双璧をなす対人関係療法の簡
略版である。メンタルヘルスのトレーニン
グを受けた専門家でなくても実施できる構
造化されたカウンセリングで、1回 50分、
計 3回を原則とする。また、具体的な対処
方法を教育する要素を持つため、ストレスコー
ピング能力の向上に有用である可能性が高
いと考えられる。 
 
２． 研究の目的 
若年層におけるストレスコーピング能力
と抑うつ状態に対する対人関係カウンセリ
ングの有用性を、国際的にも検証された心理
学的評価尺度および生理学的指標を使用し
て科学的に評価することを目的とした。 
 
３． 研究の方法 
(1) 対象者と研究デザイン：20 歳・30 歳代

の健常人を対象とし、ストレスコーピング能
力向上に対する心理学的介入効果を、対人関
係 カ ウ ン セ リ ン グ 群 （ interpersonal 
counseling IPC 群）と通常の支持的カウンセ
リング群(ordinary supportive counseling 
OSC 群）の 2 群で比較する探索的研究を行っ
た。なお、倫理的配慮のため、交差試験デザ
イン（第 1心理学的介入及び第 2心理学的介
入）を採用し、第 1心理学的介入後、希望者
に対して第 2心理学的介入として第 1心理学
的介入とは異なる心理学的介入（カウンセリ
ング）を行った。 
 
(2) 介入方法と評価方法：第 1心理学的介入
として、対象者を IPC 群と OSC 群に無作為に
振り分け、それぞれのカウンセリングを行っ
た。それぞれのカウンセリングは、IPC に合
わせ、原則、週 1 回 50 分で計 3 回行った。
また、それぞれのカウンセリング前後に下記
の心理学的評価①②③と生理学的評価④⑤
を行った(図１)。 
① ストレスコーピングの評価：Coping 
Inventory for Stressful Situation (CISS)
を使用した。CISS では、3種のコーピング得
点（課題優先コーピング得点、情緒優先コー
ピング得点、回避優先コーピング得点）が測
定される。 
② 自殺観の評価：自作の自殺観アンケート
を使用した。 
③  抑うつ感の評価：Zung Self-rating 
Depression Scale (SDS)合計点を使用した。 
④ 自律神経バランス：脈波による交感神経、
副交感神経の活動性を測定した。 
⑤ 前頭前野の活動性の評価：Stop-Signal 
Task 負荷時の前頭前野の酸化型ヘモグロビ
ン変化（Oxy-Hb）量を光トポグラフィ装置に
て測定した（NIRS）。 
 

 

図 1 割付ならびに測定項目 

 

(3) 解析項目：第 1心理学的介入のカウンセ
リング前後でのIPC群とOSC群におけるCISS
得点の変化、自殺観アンケート、SDS 合計点、
自律神経バランス、NIRS に見られる脳血流変
化の検討とした。主たる統計解析としては分
散分析を行った。なお、第 2心理学的介入の
データならびに欠損データは今回の解析から
除外した。 
 
(4) 倫理的配慮：個人情報は収集せず、対象
者の同意を得た。また、関西学院大学「人を



対象とした臨床・調査・実験研究倫理委員会」
の承認を得た。 
 
４．研究成果 
(1) 対象者背景：26 名の対象者を無作為に
IPC 群と OSC 群に割付け第 1 心理学的介入を
行った。IPC 群の 2 名がカウンセリングを中
断したため、第 1心理学的介入を完了した対
象者数は IPC 群 14 名(20.8 ±1.4 歳)、OSC
群 10 名（21.0 ± 0.8 歳)となった。 
 
(2) 評価項目の結果 
① CISS 得点の変化：IPC 群(n = 14)と OSC
群(n = 10)において、CISS の 3種のコーピン
グ得点（課題優先コーピング得点、情緒優先
コーピング得点、回避優先コーピング得点）
のカウンセリング前後での変化には、統計学
的に有意な違いが認められなかった。しかし、
課題優先コーピング得点は、IPC 群では増加、
OSC 群では減少が見られ、IPC は通常のカウ
ンセリングより論理的なストレスコーピン
グを増やす可能性が示された（図 2）。なお、
情緒優先コーピング得点、回避優先コーピン
グ得点は、2 種のカウンセリングともに減少
を示した。 

 

図 2 カウンセリング前後の課題優先コーピング得点 

 

② 自殺観アンケート：全対象者において、
自殺に関しては否定的な考えが示され、2 種
のカウンセリング前後での自殺観変化には、
統計学的に有意な違いが認められなかった。 
③ SDS 合計点：IPC 群(n = 14)と OSC 群(n = 
10)において、SDS 合計点のカウンセリング前
後での変化には、統計学的に有意な違いが認
められず、2 種のカウンセリングともに SDS
合計点は減少した（図 3）。ただし、IPC 群の
みで、SDS 合計点はカウンセリング後で有意
に減少したことより、IPC は抑うつ状態をよ
り改善する可能性が示唆された。 

 
図 3 カウンセリング前後の SDS 合計得点 

 

④ 自律神経バランス：全対象者において自
律神経バランスは正常範囲にあり、2 種のカ
ウンセリング前後での変化には、統計学的に
有意な違いは認められなかった。 
⑤ NIRS に見られる脳血流変化：IPC 群(n=9
～12, 測定部位によって欠損データ数が異
なる)と OSC 群(n=9)では、右前頭下部と左前
頭上部の Oxy-Hb 変化量に、統計学的に有意
な違いがあることが示された。これらより、
IPC と通常のカウンセリングでは抑制機能刺
激下での前頭部の働きが異なる可能性が示
唆された。 
⑥ 安全性：全対象者において、有害事象（研
究との因果関係を問わないすべての有害な
出来事）ならびに副作用（研究との因果関係
が考えられる出来事）は発生しなかった。 
 
(3)考察：本研究結果は、本邦において初め
てIPCの有用性を科学的に示したものである。
若年層のストレスコーピングと抑うつ状態
の改善効果はIPCと通常のカウンセリングで
大きな差異がなく、ともに情緒的や回避的な
コーピングを改善し抑うつ状態を減少させ
る可能性があると考えられた。しかし、IPC
の方が、論理的なストレスコーピング能力を
高め、より抑うつ状態を改善する可能性が示
唆された。また、前頭前皮質活動は IPC と通
常のカウンセリングで違いが生じる可能性
も示唆された。IPC の具体的な対処方法を教
育する要素が、これらの違いに影響する可能
性が推測された。これらの結果を基に、今後
対象者数を増やし検証していく必要がある。 
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